
 

 

 

 

 

 

 

 

３月１１日を迎えるにあたって 
 

 

 

昨年 3 月１１日にわが国に甚大な被害をもたらした東日本大震災から早くも一年を

迎えることになりました。 

この未曾有の大震災によってお亡くなりになられた多くの方々にあらためて哀悼の

意を表すとともに、今も厳しい避難生活を送られている方々をはじめ、被災された皆様

に衷心よりお見舞い申し上げます。 

 復興の歩みが一層強く着実に進んで、被災地の皆様が、苦難や悲しみを乗り越え、一

日も早く平穏な生活を取り戻せるよう、私たちは切に願っています。同時に、私たちは

被災地の方々の思いを胸に、私たち自身がやるべきことに邁進して参ります。 

 

 

平成 24 年 3 月 11 日 

 

 

東京電力福島原子力発電所事故調査委員会（国会事故調） 

 

 

委員長        
 


